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lw(a,7)16,β ≡ (-1)fa･(筈)紳 +'TJ'(筈)抑 β', (1)
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図2:(a)l-0.6の場合におけるscaledgapのK依存性.(b)相図･
K～1.30とK～1.47付近に転移点が存在すると考えられる`他の 1の値に対しても同
様の計算を行い,それぞれの1の値に対するscaledgapの振る舞いからおよその転移点
を見積ることにより得られた相図が図2(b)である.
り<1の領域ではxy模型と同様に二つの転移が存在するが,り>1の嶺域ではそれと
は対照的に,一つの転移しか存在しない可能性が兄いだされた.
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